
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月 

 大津市立瀬田幼稚園   

３歳児・４歳児・５歳児の遊びの姿 

 

３歳児 ・・・ 偶然に見つけた物から遊びだす。 

          いかにして、保育者が遊びを理解し支えていくか。 

  

４歳児 ・・・ 環境の中から選択的に遊具や用具を使う。 

        繰り返す中で、イメージがふくらむ。 

        友達と誘い合って遊ぶ。トラブルやいざこざも体験する。 

           イメージを共有できる場を、どうやってつくっていくか。 

       

５歳児 ・・・ 子どもなりの目的をもって遊び出す。遊びの楽しみを追求する。 

           振り返りつつ、課題を自覚していく。 

           目的や課題を仲間と共有する。 

           目的の実現や最後までやり通すことを支えて、自信につなげていく。 

                                                 （文部科学省資料より） 

初夏を感じる日もあれば肌寒い日もあり、気候が不安定な５月

でしたが、早くも梅雨入りとなりました。 

発熱や咳を伴う風邪の症状が見られる園児が多数おり、学級閉

鎖の措置を取らせていただいてます。保護者の皆さんも体調には

くれぐれもお気をつけください。 

                     ３歳児 

                      花の水やりができるようにと準備した、たらいの水とじょうろ。 

          子どもたちは水やりも楽しみましたが、近くにあったカップを見つ

け、水をくんではじょうろに貯めることが楽しくなりました。 

 

これが３歳児の「遊び」です。まさに『偶然見つけた物で遊びだす』姿です。このじょうろ 

は花のみずやりをするものだから…というのではなく、じょうろを使ってあんなこともこん 

なこともできる。ことを経験してほしいと考えています。そして、その遊び方は同じ場にい 

ても一人一人違うことを大切にしています。 

 今を生きる３歳児は、興味もあっという間に変わっていきますし、目新しいことをみつけ 

るアンテナも高いです。「おもしろそう。」と感じることや「やってみたい。」と思う気持ちを 

高めていきたいと思っています。もちろん一人一人のタイミングで。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ４歳児  

                進級して直ぐから、園庭の草花から色が出ることを楽 

しんでいます。最初は５歳児のしていることを見様見真 

似でやっていましたが、遊び込んでいくうちに「この花は 

何色になる。」とか、花や水がどのくらいの量で色が出ると

かに気付いてきました。きれいな色がでることも楽しいのですが、自分のつくった色からイ

メージして「〇〇味」になったり、草花を取り出してきれいな色水だけを抽出したり、自分

なりの工夫があります。そして、この遊びでは、指先を使う経験をしています。指を擦り合

わせて花びらを潰したり、水がカップからあふれ出ないように注ぎ方に全神経を集中させた

りしています。何度も試したり、うまくいかなかったりすることを繰り返していくからこそ、

きれいな色をつくれた喜びが溢れてくるのですね。 

 

                      ５歳児 

                雨上がりの築山の土管に水が溜まり、川のようにな 

っていました。その様子をいち早く発見した５歳児。 

 最初は砂場で使う車や船を浮かばせていたのですが、 

３歳児がトンネルの中を歩くことで、さざ波がおこり 

船が流れてくることに気付きました。すると、「あっ。」

と何かがひらめいたようで、「ちょっと待ってて。」と砂場へと走っていき、柄の長いスコ

ップを持って来ました。そして、スコップで水をかき出し、さざ波をつくり自由自在に船

を操っていました。 

 またある日は、同じ土管の中ですが、水が引いています。その土管の中から楽しそうな

声が聞こえてきました。何をしているのかな？と見ていると、その視線に気付いて「私た

ち、ここでお団子をつくっているの。」「ここな、すごくいいお団子ができるの。」と教え

てくれました。「そうなんや。知らなかったわ。」と言うと、「じゃ、一緒にやってみる？」

とお誘いがあり、早速一緒にお団子づくりを始めました。確かに、ちょっとねっとりとし

た土質で、ぎゅっと握らなくても丸くなります。５歳児の子どもたちは、偶然の出会いと 

この２年間の経験を生かしながら、友達と関わることで 

遊びをつくり出していきます。５歳児は共感してくれる友達、 

共有してくれる友達、認め合える友達、支え合える友達、 

友達がいることで、より豊かな経験になっていきます。 

                

                


